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　おひる休みの時間でも、日かげではさむくかんじ

る日がつづくようになりました。学校にきてから、ね

つが上がったり、あたまがいたくなったり、気もちわ

るくなってしまったりする人がふえています。

　ほけんしつにくる人たちからは、「昨日やおととい

も、のどがいたくてがまんをしていた」、「学校にくる

まえも少しあたまがいたかった」などのおはなしを聞

きます。

　少しでも体のちょうしのへんかをかんじたら、早め

に

あたたかくしてすごす

はやめにねる

学校を休む、お出かけをひかえる

ことが大切です。

　それでも体のちょうしがわるい時は、びょういんに

行ってそうだんしましょう。

保護者のみなさま

　寒い時季になり、感染症罹患の連絡をいただくこ

とが増えてまいりましたが、保護者のみなさまのご協力により、校内ではあまり拡大せずにおりま

す。いつもありがとうございます。登校してからの体調不良は、どうしても、子どもたちにとって辛

いものになります。子どもたちの体調の変化は、毎日ご家庭で一緒に過ごされている保護者のみ

なさまの「いつもと何かちがうな」という感覚が一番正確に捉えているかと思います。いつもと違う

様子のある時には、無理をさせずご家庭で様子を見てから登校をさせてください。これからの季

節、子どもたちが皆、どうぞ無事に過ごせますよう引き続きご協力お願いいたします。



　11月のほけんだよりでは、「自分を大切に」、自分
とおなじように「お友だちも大切にしましょう」とかき

ました。

　それから一ヶ月たちますが、だれかがケガをした

時に、まわりにいた人が、ほけんしつまでいっしょに

つきそってきてくれたり、あとからしんぱいしてようす

を見にきてくれたりすることがふえてきたようにかん

じます。自分いがいの人を、大切にできる人がふえ

てうれしいです。

　ところで、ケガをしてしまった時、ケガをさせてし

まった時、おなじできごとでも、自分とあいてとせつめいがちがう時があります。それは、立ってい

たばしょのちがい、見ていたところのちがい、やっていたことのちがいなどいろいろなげんいん

で、おなじできごとの見えかたがかわるからです。

　自分とあいてとせつめいがちがうな、とかんじたらどうしたら良いでしょうか。

　そのような時には、まず、あいての話をしっかりききましょう。それから、自分いがいの人から

は、おなじできごとがどのように見えていたのかそうぞうしてみてくださいね。おなじようにかんじ

ることができなくても、そうぞうする気もちをもつことで、もんだいかいけつへの一歩になることが

たくさんありますよ。

11月のじどうちょう会でほけんいいん会が発表しました！
　11月29日(火)のじどうちょう会では、ほけんいいんの6年生が「あさごはんをたべよう」、5年生が
「けがをした時どうするの？」というないようのげきをしました。ないようをかんがえたり、台本を

作ったり、ほとんどのお仕事をほけんいいんさんだけでやりました。じどうのみなさん、ぜひ、この

げきで聞いたことを生かして生活しましょう。


